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研究成果の概要（和文）：酪農乳業文化が成熟したイタリアと発展途上の日本の事例から1)グローバル化競争に
おける優位性はローカルな共同体の協働によって創出されること、および2)競争激化社会に適応する酪農乳業活
動の社会的意義創出の階層的構造作りが必要であることを明らかにした。階層的構造とはマクロ階層はEUが指針
を明示化することによって各主体が価値観を共有している。中間階層はイタリア地理的表示保護協会(AICIG)と
いった組織が登録生産者団体を取りまとめているので各生産者団体は地域の観光産業発展に貢献できるような地
域ブランドを形成する。ミクロ階層はGIの各生産者が集団的アイデンティティを形成し不要な競争を回避してい
る。

研究成果の概要（英文）：Italy with matured dairy culture and Japan as developing one, this research 
found that 1) global competitive advantage could be created by the collaboration of local 
communities, and 2) it is necessary to form a structure in order to creating raison d'etre of dairy 
activities. In specific, at the macro level, in case or Italy, the EU shares the sense of values by 
clarifying the guidelines. At the meso level, organizations such as AREPO and AICIG organize 
producer groups. Each producer group forms place branding that can contribute to the development of 
the tourism industry in the region. At the micro level, each producer forms a collective identity 
and eliminates unnecessary competition.

研究分野： マーケティング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は持続可能あるいは循環型社会という新たな価値観に注目し、農業経営はどのように変わっていかなけれ
ばならないかについてヨーロッパと日本を比較することで明らかにした。具体的にはイタリアと日本という文化
的に異なる国での乳文化産業、ことさら酪農とチーズの生産活動を取り上げインタビューやフィールドワークと
いった複数の手法を組み合わせた調査で収集したデータを分析・解釈し21世紀型農業経営モデルの構築を試み
た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 農業経済学および経営学研究分野で、近代産業社会における循環型農業経営は、さまざまな
生産と消費の現象の説明に転換を求める鍵概念として多くの学術的注目を浴びてきた。近代産
業社会(20 世紀型)の農業経営は、ケインズ経済学の有効需要の創出による経済的活性化の実現
の論理を農業経営に適用し生産拡大を目指そうとするものであった。たしかに農業の工業化、
すなわち生産の集約化によって近代農学は生産拡大に貢献し、消費面においても農業の工業化
は食の大量消費を可能とし人々の欲望を満たしてきた。 
 さまざまな視座を用いた研究があるものの、新たな農業経営モデルの創出ならびにその機能
と役割の解明は未だ発展途上である。本研究はこの潮流の更なる発展を目指し、21 世紀型農業
経営モデルが多様な生産および消費文脈の中でいかなる役割を演じるのかを考えることにした。
具体的には、農業経営は地域の価値連鎖と深く結びついているという既存研究の主張にならい、
地域特定的な文化を活用した産業活動が、結果としていかなる価値を生み出すのかについて、
生産地と生産物との関係性や地域との連携というコンテクストの中で考察した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、持続可能あるいは循環型社会という新たな価値観に注目し、それが農業経営にい
かなる変更を要請するのかについて、国際比較という視点から、環境、生産、消費との関わり
の中で探索的に明らかにすることを目的としている。具体的には、欧州と日本という文化的に
異なる国での乳文化産業に焦点を当て、歴史分析ならびにインタビューやフィールドワークと
いった異なる複数の手法を組み合わせたアプローチにより収集された、多様なデータの分析・
解釈を通じて明らかにすることを目指した。異なる国における文化的差異に注目することによ
り、21 世紀型農業経営モデルの構築を試みた。 
 本研究の理論的な位置づけは以下のようになる。すなわち、持続可能な社会の概念が農業経
営にいかなる影響を与えるかという研究潮流の発展を促進し、同時にそこに経済価値のみなら
ず社会価値という視点、および国際比較という視点を盛り込むことで、農業経営論とマーケテ
ィング論に関する研究、ならびに国際比較研究の接合を試みるものである。 
 
３．研究の方法 
 本研究の目的を達成するためには、大きく二つのステップをとる。第一ステップでは、研究
目的に沿った調査仮説を導出するための研究活動を行う。第二ステップでは、導出された調査
仮説を検証するための研究活動を行う。具体的には、前者では(1)関連分野における既存研究を
広く精査する文献調査を科研採択期間を通じて実施し、(2)農業経営者、農業経営を支援する
EU、国、自治体、関連機関に対するインタビュー調査、(3)日欧における実際の酪農や乳関連
製品の生産と消費シーンにおける経験・観察調査を、2016 年 7月にイタリアのドロミテ山岳地
域、2017 年 2月にイタリアのサルデーニャ島で、2018 年 1月にイタリアのプーリア州で、2019
年 1月にイタリアのモリーゼ州とカンパーニャ州で、2018 年 5 月に北海道帯広で実施した。 
 収集された経験データについては、内容分析やテキストマイニング等の解釈手法などを通じ
て、仮説導出に必要な情報を選別した。後者では(1)第一ステップを補足する文化人類学・人文
地理学的な追加的調査、(2)小規模サンプルによるデプス・インタビュー、(3)デプス・インタビ
ュー結果に基づき収集した消費者アンケート調査を利用した共分散構造分析という計量手法、
(4)乳文化形成の生業・牧畜・生態・地勢・歴史分析を行うことで仮説を検証した。 
 
４．研究成果 
【具体的内容】2016 年 7 月にイタリアのドロミテ山岳地域における乳文化の調査、および 2017
年 2 月にイタリアのサルデーニャ島の山間部における乳文化の調査を実施した。ドロミテ山岳
地域での熟成チーズの小規模製造は、季節的に上下移動する移牧という生業形態、長い冬期と
いう自然環境に適応した形態を示していた。できるだけ多くの熟成チーズを夏期に自ら製造し、
年間の自家消費に用い、外部接触者(訪問者・観光客)に販売するという生産・生業形態は、地
域の価値連鎖と深く結びついて発達していた。サルデーニャ島での熟成チーズの小規模製造は、
季節的に上下移動する移牧という生業形態、夏温暖・冬寒冷という自然環境、農耕民社会との
接触に適応した形態を示していた。低地滞在中には新鮮・熟成チーズを農耕民に売却し、高地
での本村滞在中には熟成チーズを保存・熟成し、自らの生活に用いるという生産・生業形態は、
地域の価値連鎖と深く結びついて発達していた。北海道帯広での熟成チーズの小規模製造は、
1980 年代の生乳生産調整をきっかけに開始された場合が多く、歴史がまだ浅く、定住型集約酪
農の特徴を活かしきれておらず、新鮮・熟成チーズを製造することの意義が不明確である傾向
にあった。新鮮・熟成チーズを利用する地域の消費者側も、新鮮・熟成チーズを日常生活に利
用するという食文化形成が未発達の状況にあった。これは、日本における乳文化が地域に不可
欠な生産物として発達してこなかったことと深く関係しており、乳文化が地域の価値連鎖と結
びつくにはいまだ時間を要するものと考えられた。 
 加えて、日本国内の調査として、生活者の牧場体験が乳製品への態度(好き嫌い)、そして乳
製品に対する購買意図にどういう影響を及ぼすかを、デプス・インタビューで仮説をたて、そ
れに基づくアンケート結果から共分散構造分析を実施し、牧場体験が大人であってもプラスの
影響を及ぼすことを検証した。 



【意義】乳文化がすでに浸透しているイタリアにおける北イタリアの山岳地帯と紀元前 13 世
紀のフィニキア文化が残された島サルデーニャという異なるコンテクストにおいて循環型社会
のあり方の手がかりを得た。それらは正に、地域の価値連鎖と深く結びついており、その生産
地と生産物との関係性の在り方は地域の生態環境・社会環境が大きく規定していた。 
 加えて、日本国内の調査によって、持続可能な酪農業を行う場合、牧場体験が酪農者と消費
者の関係性を強化し、酪農生産物の需要を高め、サステイナブルな仕組みに貢献することを明
らかにした。 
【重要性】持続可能な社会の概念が農業経営にいかなる影響を与えるかという研究潮流の発展
を促進するための鍵概念を導出し、21 世紀型農業経営モデルが多様な生産および消費文脈の中
でいかなる役割を演じるのかを明らかにした。 
 実践的インプリケーションとして、国内の調査による検証で酪農業の場合には牧場体験を通
じて、酪農業維持に貢献する需要拡大の刺激となることがわかったが、このことは一般的な農
業においても同様であると考えられ、フードツーリズムなどが刺激の候補に挙げられよう。 
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